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主 な 内 容

飯島陣屋、飯島陣屋、春春のの訪れ訪れ
開館30周年を迎えた飯島町歴史民俗資料館 

飯島陣屋に植えられた梅が咲き始めました。

この日は、七久保小学校３年生が見学に訪れ 

ました。（３月７日）
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令和５年度　飯島町観光協会令和５年度　飯島町観光協会

フォトコンテストフォトコンテスト
今年度は、「いいじまの花火」と「飯島町の魅力発見」の２つのテーマで写真を募集したところ、「プリント」
と「Instagram」の２部門合わせて131点もの応募をいただき、その中から入賞作品が選ばれました。

募集テーマ

「いいじまの花火」
〈プリント部門〉

特選 「石上神社奉納煙火」
小

こ

林
ばやし

 紀
き

一
いち

 さん(飯島町)

準特選 「湖面に咲いた一輪の花」
中
な か

島
じ ま

 祥
よ し

夫
お

 さん(飯島町)

準特選 「みこしガンバレ」
宮
み や

澤
ざ わ

 信
まこと

 さん(中川村)

「水中花火」
三
みつ

石
いし

 成
しげ

美
み

 さん(飯島町)

入選「秋の田園」
小
こい

出
で

 文
ふみ

雄
お

 さん(駒ヶ根市)

入選

「第11回米俵マラソン」
三
みつ

石
いし

 一
かず

美
み

 さん(飯島町)

入選
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募集テーマ「飯島町の魅力発見」〈プリント部門〉

特選 「消えゆく川霧」
片
かた

桐
ぎり

 久
ひさ

司
し

 さん(飯島町)

準特選 「あ！」
宮
み や

澤
ざ わ

 信
まこと

 さん(中川村)

準特選 「滝ケ原つつみの春」
小

こ

林
ばやし

 紀
き

一
いち

 さん(飯島町)

「ぼくもお花見」
中
な か

島
じ ま

 祥
よ し

夫
お

 さん(飯島町)

入選「躍動」
大
お お

西
に し

 幸
ゆ き

子
こ

 さん(飯島町)

入選「御衣黄桜」
三
みつ

石
いし

 成
しげ

美
み

 さん(飯島町)

入選
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募集テーマ

「いいじまの花火」
〈Instagram部門〉

特選 tak.man6 さん準特選 yoshiyoshi_99ii さん

kisetaian_さんnorikazu1116さんhirokazu2763さん

☆Instagram部門の受賞者名は、アカウント名です。

入選入選入選

hmwriiiiiiiiさん

入選
ryouma124さん

入選
dai_karaさん

入選
mint.346_kayo.

0730さん

入選
mihito0313さん

入選
metabolikuma1さん

入選

himawari3219.pinkさん

入選
norikazu1116さん

入選
shigeo.photographyさん

入選

Webサイトでも作品を 
ご覧いただけます。

飯島町観光協会Webサイト
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令和６年度
飯島町観光協会フォトコンテスト開催！

募集期間 令和６年１月１日 ～ 令和７年１月10日

「プリント写真」 部門
▶�飯島のＰＲに繋がる、これから残していきたい 

渾身の写真
「Instagram」 部門

▶�いいじまの日常・観光などその場で感じた特別 
なワンシーンを残した写真

　「#goiijima2024」を付けて投稿！

応募部門

「飯島町の魅力発見」  「いいじまの花火」募集テーマ

各　賞 部門ごとに、特選・準特選・入選
※特選および準特選は、該当なしの場合もあります。

■�応募方法や要項など詳細は、町観光協会Webサイト
「IIJIMA NOTE」に掲載予定です。

外部審査員の紹介
(順不同 )

株式会社プラザクリエイト
　代表取締役社長
　　新

しん

谷
たに

 隼
はや

人
と

さん

国立大学法人信州大学
　総務部 総務課 広報室参事
　　伊

い

藤
とう

 尚
ひさ

人
と

さん

株式会社ヒトコトデザイン
　代表取締役
　　小

お

澤
ざわ

 純
じゅん

一
いち

さん

photographer
　　佐

さ

々
さ

木
き

 健
けん

太
た

さん

千人塚公園キャンプ場
　公認カメラマン
　　湯

ゆ

澤
ざわ

 敏
とし

樹
き

さん

一棟貸し古民家宿「nagare」代表 
　株式会社イデア
　　石

いし

川
かわ

 たえ子
こ

さん

「IIJIMANOTE」ライター

募集テーマ

「飯島の魅力発見」
〈Instagram部門〉

特選 solandlunametal さん

準特選 hanarin.atsu24 さん

準特選 kaphoto26 さん
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国登録有形文化財　桃澤家住宅主屋
　
令
和
６
年
３
月
６
日
に
国
の
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
「
桃
澤
家
住
宅
主
屋
」
は
、
桃も
も

澤ざ
わ
夢む

宅た
く

に
よ
っ
て
10
余
年
の
歳
月
を
か
け
、
天
明
４
年 

(

１
７
８
４
年)

春
に
完
成
さ
れ
た
建
物
で
す
。　

建
築
主
の
桃
澤
夢
宅
と
は
、
名
を
匡ま
さ

衛も
り

・
通

称
与よ
い
ち
え
も
ん

一
右
衛
門
・
隠
居
し
て
茂も

兵へ

衛え

と
い
い
、

歌
号
を
夢
宅
と
称
し
て
京
都
岡
崎
に
門
戸
を

開
い
た
桂け
い

園え
ん

派は

の
有
力
な
歌
人
で
す
。
歌
道

を
通
じ
て
公
家
階
級
と
も
親
し
く
、
京
都
か

ら
職
人
を
呼
び
、
公
家
屋
敷
を
ま
ね
て
自
ら

の
家
屋
敷
を
作
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
江
戸
末
期
、
大
正
中
期
、
昭

和
30
年
代
お
よ
び
令
和
元
年
に
改
造
の
手
が

加
え
ら
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
こ
の
家
の
特
徴
は
、
全
体
が
京
間
作
り
で

あ
る
こ
と
と
、
書
院
を
備
え
た
上か
み
座
敷
、
式

台
を
備
え
た
表
玄
関
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
大
正
中
期
ま
で
は
屋
根
は
三
寸
勾
配
、
長な
が

板い
た

葺ぶ
き

で
石
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

附
属
建
物
と
し
て
、
か
つ
て
は
寛
政
元 

年(

１
７
８
９
年)

に
夢
宅
が
隠い

ん
居き

ょ
所じ

ょ
と
し
て

建
立
し
た
振し
ん

思し

亭て
い

、
門
人
ら
が
逗と

う
留り

ゅ
う

し
た
と

い
わ
れ
る
夢
宅
長
屋
、
土
蔵
、
納
屋
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
建
設
後
50
年
を
経
過
し
た
も
の
の
う
ち
、

「
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も

の
」
と
い
う
登
録
基
準
に
よ
り
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　平成８年10月１日に施行された文化財保護法の一部を

改正する法律によって、保存および活用についての措置

が特に必要とされる文化財建造物を、文部科学大臣が文

化財登録原簿に登録する「文化財登録制度」が導入され

ました。

　この登録制度は、近年の国土開発や都市計画の進展、

生活様式の変化等により、社会的評価を受けるまもなく

消滅の危機に晒されている多種多様かつ大量の近代等の

文化財建造物を後世に幅広く継承してくために作られた

ものです。届出制と指導・助言等を基本とする緩やかな

保護措置を講じるもので、従来の指定制度（重要なもの

を厳選し、許可制等の強い規制と手厚い保護を行うも

の）を補完するものです。

登録有形文化財とは

文章引用：文化庁ホームページ　登録有形文化財（建造物）ページ
　https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/ 
　yukei_kenzobutsu/toroku_yukei.html
画像引用：文化庁ホームページ　文化財概要ページ
　https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/gaiyo/
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長野県史跡 伊那県庁（飯島陣屋）跡
　
飯
島
陣
屋
は
、
延
宝
５
年(

１
６
７
７
年)

に

江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

主
に
伊
那
谷
の
幕
府
直
轄
領
を
統
治
す
る
拠

点
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
で
任
務
に
就
い
て

い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
代
官
の
指
揮
の
も
と
、

手
付
や
手
代
と
呼
ば
れ
る
役
人
が
常
駐
し
て
、

今
で
言
え
ば
役
場
、
税
務
署
、
裁
判
所
、
警

察
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
慶
応
４
年(

１
８
６
８
年)

、
倒
幕
に
よ
っ

て
飯
島
陣
屋
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
建
物
は
明

治
４
年(
１
８
７
１
年)

ま
で
伊
那
県
庁
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
島
陣
屋
の
敷
地
の
一
部
が
昭
和
37
年
に

「
伊
那
県
庁(

飯
島
陣
屋)

跡
」
と
し
て
長
野

県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
度
か
ら
平
成
５
年
度
に
、
陣
屋

の
復
元
整
備
事
業
が
行
な
わ
れ
、
役
所
と
し
て

機
能
し
た
「
飯
島
陣
屋
本
陣
」
が
新
築
復
元
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
長
年
保
存
さ
れ
て
き
た
役
人

の
官
舎
の
一
部
が
、
「
飯
島
陣
屋
記
念
館
」
と

し
て
、
移
転
・
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
飯

島
陣
屋
は
、
平
成
６
年
１
月
に
開
館
し
、
令
和

６
年
１
月
で
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
事
務
所
と
し
て
も
使
用
し
て
い
る
飯

島
陣
屋
記
念
館
で
す
が
、
耐
震
等
の
問
題
か

ら
令
和
５
年
に
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
飯
島
陣
屋
で
は
、
学
習
の
場
の
ほ
か

に
も
、
１
月
に
は
ま
ゆ
玉
と
書
初
め
、
５
月

の
こ
ど
も
の
日
に
は
五
平
餅
づ
く
り
体
験
、

冬
に
は
わ
ら
細
工
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
活
用
を
図
っ
て
い
ま

す
。
30
年
は
一
つ
の
通
過
点
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
、
飯
島
陣
屋
の
「
道
」
を
、
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲今年の超ビッグな書初め「道」は、こ
れまで30年歩んできた道とこれから歩
んでいく道の思いが込められています。
■開館日：火曜日～日曜日・祝日
　　　　　(祝日の翌日は閉館)
■開館時間：午前９時～午後５時
　　　　　 （入館は午後４時30分まで）

飯島陣屋で記念撮影できます！

　結婚式や成人式等の前撮りに、飯島陣屋をご利用いた

だくことが可能です。個人単位で撮影を行う際は、入館

料（一般300円／人）でご利用いただけます。前撮りなど

のほか、さまざまなシーンの撮影も可能ですので、飯島

陣屋での撮影をご希望の方は、飯島町教育委員会までお

気軽にお問合せください。

　右の写真は、令和５年に飯島陣屋で結婚式の前撮り撮

影された写真です。この写真が、全米プロ写真家協会の

フォトコンテストにおいて、ウエディング部門で世界３

位入賞となりました。

(撮影：下宮伸一写真事務所　下
しも

宮
みや

伸
しん

一
いち

氏)
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地域共生社会の推進「誰もが健康で居場所と出番があり共に支え合える地域づくり」に向けて

お互いさまの
地域づくりをめざして

～飯島町のさまざまな取り組みを知り合う、広める、つながる時間。そして一歩踏み出そう～

　2月10日(土) 飯島町文化館で、「お互いさまの地域づくりをめざして」を開催しました。
「令和時代の『新しいお互いさまの地域づくり』を深掘りしましょう」という声かけにさまざま
な年代・分野の組織・団体・個人の皆さん50人が集いました。この日の様子をご紹介します。

　１人１人が活躍し生き生きと暮らす町をめざし、つながりをつくっていくことが重要
です。町の役割は、つながれる場所をつくっていくことであると考えます。思いやりの
ある町をつくっていきます。(開会あいさつから抜粋)

飯島町長　唐澤 隆

プログラム１
基調講演

「思いをまんなかにもちつもたれつお互いさまの地域づくり」「思いをまんなかにもちつもたれつお互いさまの地域づくり」
　講師：　講師：高高

たかたか
橋橋
はしはし

  泰泰
やすやす

宏宏
ひろひろ

  さんさん
NPO法人こども・若者サポートはみんぐスタッフ、長野県ピアサポートネットワーク役員。
自分らしく生きることを大切にしています。
☆「ピア」は「同じような仲間、同輩、同じような経験をしている者同士」という意味。

　さまざまな経験を経て、今社会とつながって思うことは、本人の思いをまんなかにし
て、本人・家族・支援者・地域の方がフラットにつながる関係でありたいということで
す。そして、あなたも私もみんなが強みと弱みを持っている、だからこそ“もちつもたれ
つお互いさま”の地域づくりが大事だということです。
　もちつもたれつお互いさまの“つながりを作る準備”で大事なことは、毎日の暮らしに安心安
全を感じること、自分を大切にできること、一人では生きていけないという自覚をすることの３つがあ
り、“つながりづくり”のポイントは、本人の思い、学ぶこと、多様性の受け入れ、お互いのネットワー
ク、頼れる先を増やす、弱さを絆にする、ほどほどにする、つながりを育む、細く長く無理なく楽しく
です。
　自分と同じ想いを共有できる仲間と出会ってつながってみましょう。もちつもたれつお互いさまを実
感できます。

Voice

　いじめや不登校、精神疾患やひきこもりの経験、その後小さな
きっかけから社会とつながりができ、現在は当事者・経験者とし
てピアサポートなどのさまざまな活動をしている高橋さんからの
講演に、皆さん真剣に聞き入っていました。

Voice
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プログラム２
活動発表

お互いの気持ちを持ち寄り、理解し合い、 お互いの気持ちを持ち寄り、理解し合い、 
つながりを深める「場」に。つながりを深める「場」に。
13団体が皆さんの前で日頃の活動を披露しました。発表内容を要約してご紹介します。
活動発表のほか、展示・販売・チラシ なども合わせて26団体の参加がありました。

子ども食堂アムール×ママ☆ポケット

それぞれの活動、昨年度のお助隊をみん
なで考えようからコラボした活動を動画
で報告しました。

朗読奉仕　声の輪グループ

広報紙・社協報などを朗読し録音して
希望する方へCD等でお届けしています。
只今会員募集中です(見学も可)。

新田「ささえ合い」の会

地域の賛同者が集い、活動を始めて１年
が経ちます。参加するみんなが主体で
す。細く長く続けていきたいです。

多世代交流の場 さくらさくよ

イベントを中心に活動中です。飯島駅前
にある拠点‟さくらさくよ”を利用する
方・団体大募集！

のどかクリニック主催「のどか賞」

飯島町の発展に役立つ企画・起業・活動
を今年も募集しています。ぜひ皆さんの
地域への想いも聞かせてください。

NPO法人ひなどり奨学基金

‟向学心・向上心あふれる有為な若者を
支えたい”という思いで、「飯っ子」の
進学の支援活動をしています。

ハッピーバースフラワー事業

花き農家・花き販売店・町がコラボして
飯島町産の花で作った花束を赤ちゃんに
贈る、10年続く子育て応援事業です。

飯島町郷土研究会

町民のための飯島町の文化（歴史・民俗 
・地理・地形）の懇話会をシリーズで企
画中です。

大人の保育園 かえる縁
えん

Webで活動中！飯島町に移住し、今後は
町内でリアルな居場所づくりをやりたい
と考えています。

いいじまクリエイティブ企画室

今後も地域のhub(ハブ)として活動、そ
して地域の女性の活動をサポートしたい
です！

いいだ若者サポート 
ステーション

飯島町 
社会福祉協議会

生活支援就労支援センター 
まいさぽ上伊那

ポスター展示・チラシ、販売での参加団体

たまりばプロジェクト／飯島Base喫茶もあい／読み聞かせグル
ープ／飯島町食生活改善推進協議会／飯島町障がい者地域活動
支援センターやすらぎ／飯島町地域自立支援事業所こまくさ園
／ぱん・ぼや～じゅ【順不同】

プログラム３
交流の時間 さまざまな活動に興味のある方や、掲載した

発表団体にもっと話を聞いてみたい方は、 
飯島町役場 健康福祉課 地域福祉係 へお問合
せください。
　　　　　　　☎0265-86-3111(役場代表)

☆�このイベントの取材・撮影は、
参加団体でもある「いいじまク
リエイティブ企画室」の皆さん
にご協力いただきました。
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新
年
度
か
ら
始
ま
る
健
康
づ
く
り 

参
加
者
募
集
！

健
康

問 

健
康
福
祉
課 

高
齢
者
福
祉
係

　
要
介
護
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
原

因
の
上
位
を
占
め
て
い
る
の
は
脳
卒
中
、

認
知
症
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、
骨
折
・

転
倒
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

フ
レ
イ
ル
が
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
フ
レ
イ
ル
を
予
防
・
改
善
す
る

こ
と
が
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

防
ぎ
、
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
続
け

ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は
加
齢
と
と
も
に
心
身

の
活
力
が
低
下
し
、
要
介
護
と
な
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

身
体
機
能
が
衰
え
た
り
、
生
活
意
欲
が

失
わ
れ
る
と
、
フ
レ
イ
ル
は
加
速
度
的

に
進
行
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に

は
栄
養
・
身
体
活
動(

運
動)

・
社
会
参

加
の
３
つ
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
い
き

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
フ
レ

イ
ル
を
予
防
・
改
善
し
て
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
年
度
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
教
室
の
参
加
者
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

運動の教室に参加したい

趣味活動や交流をし
て楽しく過ごしたい

体力に自信がある
運動習慣がある

元気アップ講座
フレイル予防教室 

〈いきいきコース〉
教室への送迎 
を希望する

フレイル予防教室 
〈ゆったりコース〉

健幸教室

フレイル予防のためには、
運動・社会参加が大切です。
ご自身ができることから 
取り組んでみましょう！

いいえ はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はいいいえ

新

あなたの健康づくりタイプは？
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フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
知
識
を
身
に
つ
け

つ
つ
、
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を

中
心
に
取
り
組
む
教
室
で
す
。

　
対
象
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
で
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
コ
ー
ス
選
択
制
と

な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ

て
お
選
び
く
だ
さ
い
。

〈
い
き
い
き
コ
ー
ス
〉

　�

　
65
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
方
、
運
動

不
足
、
フ
レ
イ
ル
が
気
に
な
り
始
め

た
方
に
お
す
す
め
で
す
。

〈
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
〉

　�

　
80
歳
以
上
の
方
、
正
座
が
で
き
な

い
、
床
に
座
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

足
腰
に
不
安
の
あ
る
方
な
ど
に
お
す

す
め
で
す
。

【
飯
島
会
場
】

　
■
場
所
　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
■
コ
ー
ス
・
日
程

　
〈
い
き
い
き
コ
ー
ス
〉

　
　
４
月
19
日(

金)

～ 

毎
週
金
曜
日

　
〈
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
〉

　
　
４
月
17
日(

水)

～ 

毎
週
水
曜
日

【
七
久
保
会
場
】

　
■
場
所

　
七
久
保
林
業
セ
ン
タ
ー

　
■
コ
ー
ス
・
日
程

　
〈
い
き
い
き
コ
ー
ス
〉

　
　
４
月
18
日(

木)

～ 

毎
週
木
曜
日

　
〈
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
〉

　
　
４
月
16
日(

火)

～ 

毎
週
火
曜
日

【
本
郷
会
場
】

　
■
場
所

　
本
郷
公
民
館

　
■
コ
ー
ス
・
日
程

　
〈
い
き
い
き
コ
ー
ス
〉

　
　
４
月
15
日(
月)
～ 

毎
週
月
曜
日

○
参
加
申
し
込
み

　
■
募
集
開
始

　
　
４
月
２
日(

火) 

午
前
９
時
～

　
■
申
し
込
み
方
法

　
・
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
・
電
話(

飯
島
町
役
場)

　
　
☎
０
２
６
５-

８
６-

３
１
１
１

　
・
健
康
福
祉
課 

窓
口

○
全
会
場
・
全
コ
ー
ス 

共
通
事
項

　
■
時
　
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
■
料
　
金
　
１
回
５
０
０
円

　
■
持
ち
物

　
　�

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、 

体
操
用
ボ
ー
ル

　
■
定
　
員
　
各
コ
ー
ス 

20
人

健
幸
教
室

健
幸
教
室

　
足
腰
に
不
安
の
あ
る
方
向
け
の
運
動

教
室
で
す
。
「
体
力
に
自
信
は
な
い
け

ど
筋
力
ア
ッ
プ
し
た
い
」
「
セ
ル
フ
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
体
を
整
え
た
い
」

「
認
知
症
の
予
防
を
し
た
い
」
と
い
う

方
に
お
勧
め
で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
取
り
入
れ
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
教

室
で
す
。

○
教
室
概
要

　
■
場
所

　
　
飯
島
町
役
場
西
庁
舎
営
農
研
修
室

　
■
日
程

　
　
４
月
９
日(

火)

～
　
毎
週
火
曜
日

　
■
時
間

　
　
午
前
９
時
45
分
～
11
時
45
分

　
■
料
金

　
１
回
４
０
０
円

　
■
持
ち
物

　�

　
飲
み
物
、
上
履
き(

あ
る
方)

　
■
定
員
　
25
人

　
☆�

希
望
者
に
は
送
迎
で
き
ま
す
。

(

15
人
ま
で)

○
参
加
申
し
込
み

　
■
募
集
開
始

　
　
４
月
１
日(

月)

～

　
■
申
し
込
み
方
法

　
・
電
話(
飯
島
町
役
場)

　
　
☎
０
２
６
５-

８
６-

３
１
１
１

　
・
健
康
福
祉
課 
窓
口

元
気
ア
ッ
プ
講
座

元
気
ア
ッ
プ
講
座

　
趣
味
活
動
や
交
流
を
通
し
て
フ
レ
イ

ル
予
防
に
取
り
組
む
教
室
で
す
。
脳
ト

レ
、
制
作
、
歌
、
軽
体
操
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
飯
島
会
場
】

　
■
場
所

　
　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
■
日
程

　
　
４
月
18
日(

木)

～
　
毎
週
木
曜
日

【
七
久
保
会
場
】

　

　
■
場
所

　
　
七
久
保
林
業
セ
ン
タ
ー

　
■
日
程

　
　
４
月
17
日(

水)

～
　
毎
週
水
曜
日

○
各
会
場 

共
通
事
項

　
■
時
間

　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
■
料
金
　
１
回
３
０
０
円

　
■
定
員
　
30
人

　
☆
希
望
者
に
は
送
迎
で
き
ま
す
。

○
参
加
申
し
込
み

　
■
募
集
開
始

　
　
４
月
１
日(

月)

～

　
■
申
し
込
み
方
法

　
・
電
話(

飯
島
町
役
場)

　
　
☎
０
２
６
５-

８
６-

３
１
１
１

　
・
健
康
福
祉
課 

窓
口

新

新
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令
和
５
年
度
飯
島
町
住
民
税
均
等
割
の
み 

課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
給
付
金

給
付

問 

健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

「
飯
島
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
に
伴
う
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
」
の

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。 

■
支
給
対
象
者

　
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
飯
島
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
18
歳
以
下
の
こ
ど
も
※

と
同
一

の
世
帯
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
。

※�

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
児
童(

平
成
17
年
４
月
２
日

生
ま
れ
以
降
の
児
童)

。

①�

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
非
課

税
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
世

帯
主
。

②�

令
和
５
年
度
住
民
税
所
得
割
が
課
せ

ら
れ
て
い
な
い
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
世
帯
主
。

　
た
だ
し
、
①
、
②
と
も
に
、
住
民
税

均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養

親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯
を
除
く
。

■
支
給
額

　
児
童
１
人
当
た
り

　
５
万
円

■
手
続
き
方
法

　
町
か
ら
「
確
認
書
」
を
３
月
下
旬
か

ら
４
月
に
か
け
て
郵
送
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
・
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
に
は
、
同
封

の
返
信
用
封
筒(

切
手
不
要)

を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

■
支
給
方
法

　
町
で
「
確
認
書
」
の
審
査
を
行
い
、

後
日
指
定
の
口
座
へ
給
付
金
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
申
請
期
限

　
令
和
６
年
６
月
28
日(

金)

■
申
請
・
お
問
合
せ
先

　
住
民
税
務
課 

住
民
係

令
和
５
年
度
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金 

(

住
民
税
均
等
割
非
課
税
・
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税)

給
付

問 

住
民
税
務
課 

住
民
係

「
飯
島
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
に
伴
う
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金(

７
万

円
の
追
加
給
付)

」
お
よ
び
「
令
和
５
年
度
飯
島
町
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対

す
る
臨
時
給
付
金
」
の
支
給
対
象
世
帯
で
あ
っ
て
、
18
歳
以
下
の
こ
ど
も
を
含
む
世
帯

の
世
帯
主
に
対
し
て
、
こ
ど
も
加
算
を
給
付
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
飯
島
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
令
和
５
年
度
住
民
税
所
得
割
が

課
せ
ら
れ
て
い
な
い
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
世
帯
主(

住
民
税
均
等
割

が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
親
族
等

の
み
か
ら
な
る
世
帯
を
除
く
。)

。

■
支
給
額

　
１
世
帯
当
た
り
　
10
万
円

■
手
続
き
方
法

　
町
か
ら
「
確
認
書
」
を
３
月
下
旬
か

ら
４
月
に
か
け
て
郵
送
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
・
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　
提
出
に
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒 

(

切
手
不
要)

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
支
給
方
法

　
町
で
「
確
認
書
」
の
審
査
を
行
い
、

後
日
指
定
の
口
座
へ
給
付
金
を
振
り
込

み
ま
す
。

■
申
請
期
限

　
令
和
６
年
６
月
28
日(

金)

■
申
請
・
お
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

※�「令和５年度飯島町住民税均等割のみ課税世帯に対する臨時給付金」および「令和５年度

低所得者の子育て世帯への給付金」は、差押禁止等に該当および非課税です。

※�

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
し
て
は
、

本
頁
上
部
の
臨
時
給
付
金
と
、
同
封
し
て
郵

送
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ね
ん
き
ん
広
報

年
金

問 

住
民
税
務
課 

住
民
係

令
和
６
年
度 

学
生
納
付
特
例
申
請
書(

タ
ー
ン

ア
ラ
ウ
ン
ド
様
式)
の
送
付

　
令
和
５
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度

に
よ
り
保
険
料
納
付
猶
予
を
さ
れ
て
い

る
方
で
、
引
続
き
令
和
６
年
度
も
在
学

予
定
の
方
に
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生

納
付
特
例
申
請
書
」(

タ
ー
ン
ア
ラ
ウ

ン
ド
様
式)

が
日
本
年
金
機
構
よ
り
発

送
さ
れ
ま
す
（
令
和
６
年
３
月
下
旬
頃

発
送
予
定
）
。

　
申
請
書
は
ハ
ガ
キ
形
式
に
な
っ
て
お

り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ポ
ス
ト
に

投
か
ん
す
る
こ
と
で
、
令
和
６
年
度
の

学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学
校
等
に

変
更
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

申
請
書
に
在
学
証
明
書
等
を
添
付
し
て

申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
開
設
さ
れ

て
い
る
方
で
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
連

携
済
の
方
に
は
、
令
和
６
年
３
月
下
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
学

生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
「
お

知
ら
せ
詳
細
」
の
画
面
に
あ
る
「
申
請
」

ボ
タ
ン
か
ら
簡
単
に
学
生
納
付
特
例
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、
20

歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
年

度
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
が

対
象
で
す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

や
保
険
料
免
除
申
請
等
が
で
き
ま
す
！ 

【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
】

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
取

得
・
種
別
変
更
、
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
申
請
、
学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
電
子

申
請
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

情
報
を
活
用
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
で
申
請
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
紙
の
申
請
書
よ
り
簡
単
に

申
請
書
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
結
果
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
手

続
き
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　https://www.nenkin.go.jp

退
職
さ
れ
た
方
、
退
職
し
た
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
は
、
国
民
年

金
資
格
取
得
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
60
歳
未
満
の
方
が
、
会
社
を
退
職
し
更

生
年
金
の
資
格
喪
失
が
さ
れ
た
場
合
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

退
職
日
の
わ
か
る
証
明
書
を
お
持
ち
の
上
、

役
場
住
民
税
務
課
住
民
係
で
加
入
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
扶
養
さ
れ
て
い

た
配
偶
者
の
方
も
60
歳
未
満
の
場
合
は
種

別
変
更
の
届
け
が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
納
付
が
便
利
で
お
ト
ク
！

　
令
和
６
年
３
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

の
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

で
の
前
納
が
、
年
度
の
途
中
か
ら
ま
と
め

て
振
替(

立
替)

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
（
割
引
あ
り
）

☆�

振
替(

立
替)

方
法
に
前
納(

６
か
月
前

納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納)

を
選
択

し
た
場
合

・�

初
回
振
替(

立
替)

時
に
当
月
分
か
ら
翌

年)

３
月
分(

ま
た
は
翌
年
度
３
月
分)

ま
で
ま
と
め
て
振
替

・�

初
回
振
替(

立
替)

後
、
４
月
末
に
１
年

分(

ま
た
は
２
年
分)

ま
と
め
て
振
替

日本年金機構 
ホームページ
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補
助
率
は
最
大
１
０
０
％
　
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

協
働

問 

地
域
創
造
課 

地
域
係

　
自
治
組
織(
区
・
自
治
会)

、
有
志
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
着
手
し
た
事
業
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
事
前
相
談
に
つ
い
て

　
本
制
度
は
実
際
の
申
請
か
ら
交
付
決

定
ま
で
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
お
申
し
出
い
た
だ
く

こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
お
手
続
き
が
ご
案

内
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
担
当
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
の
対
象
団
体

①
自
治
組
織(

区
・
自
治
会
な
ど)

②�

ま
ち
づ
く
り
団
体(

５
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
半
数
以
上
が
飯
島
町
の
住
民)

※�

政
治
、
宗
教
、
営
利
団
体
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
事
業

　
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
活
動
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
の
額(

上
限
20
万
円)

○�

報
償
費
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
印
刷

製
本
費
、
送
料
、
使
用
料
、
賃
借
料
、

原
材
料
費
の
１
０
０
％
以
内

○
備
品
購
入
費
の
25
％
以
内

※�

審
査
の
結
果
、
補
助
対
象
外
経
費
と

判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
令
和
５
年
度
実
績

・�

女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
活
動

・
文
化
財
の
保
護
と
生
涯
学
習
で
の
活
用

・�

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
＆
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
事
業

　
ほ
か
８
件(

令
和
６
年
２
月
13
日
現
在)

☆
詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

飯島町 
ホームページ
協働のまちづくり 
推進事業補助金の 

ページ

町
営
住
宅 

豊
岡
住
宅
・
舟
久
保
住
宅
の
廃
止

町
営 

住
宅

問 

建
設
水
道
課 

調
査
計
画
係

　
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
取
り
壊
し
を
予
定
し
て
い
る
、
町
営
住
宅
「
豊
岡
住
宅
」
と

「
舟
久
保
住
宅
」
を
令
和
５
年
度
末
で
廃
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
に
つ
き
ま
し
て
も
廃
止
と
な
り
ま
す
。

廃止する町営住宅名称 豊岡住宅

所在地 飯島 70 番地 1

構造 木造　平屋建て

戸数 ３戸　※令和５年度に６戸除却

建築年（経過年数） 昭和 36 年（62 年）

廃止年月 令和６年３月 31 日

廃止する町営住宅名称 舟久保住宅

所在地 飯島 2664 番地 6

構造 木造　平屋建て

戸数 22 戸

建築年（経過年数） 昭和 37・38 年（60 ～ 61 年）

廃止年月 令和６年３月 31 日
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令和6年度(2024年度)
飯島町の資源・ごみ収集計画

問 住民税務課生活環境係 ☎ 86-3111

※�乾電池とボタン電池は袋を別にして出して
ください。

※�１月１日(水)～1月3日(金)は集積場の 
年末年始休業のため収集しません。

★は蛍光管・水銀製品回収日
※�水銀製品は体温計・血圧計・温度計が対象となります。
　電子式の機器および水銀灯については対象外となりますので、透明の袋に入れた上で粗大ごみ回収の日に出してください。
※ LED電球は蛍光管収集の対象外です。ガラス類と同様に不燃ごみとしてください。
※使用済み小型充電式電池(リチウムイオン電池など)は住民税務課生活環境係窓口で引き取ります。(解体された電池パックなどは引き取り不可)

※指定時間のないごみは、午前 8 時までに各収集場所へ出してください。

種別 新聞紙・チラシ・雑誌雑紙類
ダンボール・牛乳パック・布類

びん・スチール缶
アルミ缶類・灰 ペットボトル 粗大ごみ（有料）

小型家電（無料）
廃食油

（植物系のみ）

飯島東 飯島西 田切
本郷 七久保 飯島

田切
本郷

七久保
飯島
田切

本郷
七久保

【各場所の収集時間】
・役場東駐車場　　　午前８時～10時
・田切体育館駐車場　午前８時～８時55分
・本郷体育館駐車場　午前９時５分～10時
・七久保保育園駐車場　午前８時～10時
※各場所へ全地区の方が出せます。
※�乾電池(ボタン電池含む)の回収は無料。

【収集場所】
・飯島成人大学センター
・田切公民館
・本郷公民館
・七久保林業センター
【収集時間】
午前９時～10時

第１月曜 第２月曜 第３月曜 第４月曜 第１木曜 第３木曜 第２水曜 第４水曜 ※いずれも日曜日 ※いずれも日曜日

４月 １日 ８日 15日 22日 ４日 18日 10日 24日 14日 役場東駐車場

５月 ６日 13日 20日 27日 ２日★ 16日★ ８日 22日 12日 田切・本郷体育館駐車場

６月 ３日 10日 17日 24日 ６日 20日 12日 26日

７月 １日 ８日 15日 22日 ４日 18日 10日 24日 ７日 七久保保育園駐車場

８月 ５日 12日 19日 26日 １日 15日 14日 28日 ４日 役場東駐車場 25日

９月 ２日 ９日 16日 23日 ５日★ 19日★ 11日 25日 ８日 田切・本郷体育館駐車場

10月 ７日 14日 21日 28日 ３日 17日 ９日 23日 27日 七久保保育園駐車場

11月 ４日 11日 18日 25日 ７日 21日 13日 27日

12月 ２日 ９日 16日 23日 ５日 19日 11日 25日 １日 役場東駐車場 ８日

１月 ６日 13日 20日 27日 ９日★ 
※第2木曜 16日★ ８日 22日 12日 田切・本郷体育館駐車場

２月 ３日 10日 17日 24日 ６日 20日 12日 26日

３月 ３日 10日 17日 24日 ６日 27日
※第4木曜 12日 26日 ２日 七久保保育園駐車場 23日

資源ごみ

種　類 曜 日 収集地域 祝日の収集

可燃ごみ
・赤色文字袋

月・木 飯島東
田切東

収集します

火・金 飯島西・田切西
本郷・七久保

不燃ごみ
・青色文字袋
　（金属、ガラス、その他）
・紫色文字袋
　（容器包装プラスチック）

水 飯島全域
祝日は収集しません

３/20(木)
木 田切・本郷

七久保

可燃・不燃ごみ

収集日
年 3 回の水銀製品の回収日 ( 上の
表中★印 ) か粗大ごみ回収の際に透
明な小袋に入れて出してください。

ボタン電池

収集日

◆中学校回収日：８月下旬予定 
※決まり次第広報紙等でお知らせします。
中学校回収に出せない場合、年9回
の粗大ごみ回収の際に透明な小袋に
入れて出してください。

乾電池
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２月27日、七久保小学校で生産者の皆さんとの交流給食を行いました。給食に食材を納品してくださる生産者
の皆さんが子ども達と一緒に給食を食べ、給食に提供している食材のお話をしてくれました。子ども達からも
たくさんの質問があり、楽しく給食を食べました。

いいじまいいじまのの食育食育

でで む健康な体とこころむ健康な体とこころ食 育

問 健康福祉課 保健医療係

小学校で生産者さんとの交流給食を行いました！

● 今月のおすすめレシピ ●

揚げ鶏のレモン和え

【作り方】――――――――――――――――
　① 鶏ささみ肉にＡで下味をつける。
　② �調味料Ｂを混ぜてレンジで20～30秒温めて、

たれを作る。
　③ ①に片栗粉をつけて、油で揚げる。
　④ ③に②のたれを絡める。
　―――――――――――――――――――――【材料 (大人２人分)】

・鶏ささみ肉������ ２本
　・酒������ 小さじ１強
　・塩��������� 小々
・片栗粉����� 小さじ２弱
・揚げ油�������� 適量
　・濃口しょうゆ� 小さじ１強
　・砂糖����� 大さじ1/2弱
　・みりん���� 小さじ１強
　・レモン汁��� 大さじ1/2弱
　・水������� 小さじ1/2

２年生 ２年生 長野県西駒郷信州まめ匠長野県西駒郷信州まめ匠  保保
ほほ

坂坂
さかさか

  明明
あきらあきら

さんさん

６年生 株式会社アグリコ ６年生 株式会社アグリコ 成成
なりなり

田田
たた

  茂茂
しげるしげる

さんさん

１年生 アスパラ農園なつぞら １年生 アスパラ農園なつぞら 工工
くく

藤藤
どうどう

夏夏
なつなつ

樹樹
きき

さんさん

写真でアスパラガスの栽培について教えてくれまし

た。子ども達からは、「アスパラ好き？僕も好き！」

など質問もたくさんありました。

町内産の大豆を使用した豆腐や油揚げなどが給食

で提供されています。子ども達とお話ししながら

一緒に給食を食べました。

ぶなしめじの提供をしてくれます。き

のこが出来るまでのお話や、おすすめ

のきのこ料理を紹介してくれました。

1年生が給食を運んでいる
ところです。
こぼさないように・・・

今月は、中学生の希望献立のレシピをご紹介します。 
レモンの風味でさっぱり食べられる、人気のメニューです！

１人分… 147kcal（塩分：0.9g）

ポイント

・ココア揚げパン
・揚げ鶏のレモン和え
・かみかみサラダ
・ABCスープ
・ごまプリン

【中学生の希望献立をご紹介】

・�鶏もも肉やムネ肉、白身魚などでも
おいしく作れます。

・�酢やレモンなどの酸味を利用するこ
とで、薄味でもおいしく食べる事が
でき、減塩につながります。

Ａ

Ｂ
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飯島町に定住し就職した方へ 奨学金返還を支援します！奨学金返還を支援します！

ふるさと飯島奨学金返還支援補助金

５年間で最大120 万円補助！※

※�条件の詳細は、要綱をご確認ください。

飯島町では、若者の定住促進と地域産業の担い手確保を図るため、奨学金を返還中で町内へ定住し、町内外
の事業所へ就職（就業）している方を対象に、返還にかかる費用の一部を補助する制度がスタートします。
補助要件は以下のとおりです。

「ふるさと飯島奨学金返還補助金」は、前年度の返還実績額に対して次の年度に補助金交付申請を行うもの
で、将来にわたって飯島町を支えていただく人材を支援・応援する制度です。詳細については要綱をご確認
ください。
申請を検討している、制度を詳しく知りたいという方は、お気軽にお問合せください。

対象者
大学等を卒業した方で、奨学金の貸与を受け返還中の方のうち、 

下の表に該当する場合

補助条件 補助限度額(上限) 補助期間

①
町内に定住し、かつ、企
業等に正規雇用として就
業している方

補助金の交付を申請する年度の
前年度中に返還を行った額の 
10分の10
（上限12万円）

最大５年　60万円

②
町内に定住し、かつ、町
内の企業等に正規雇用と
して就業している方

補助金の交付を申請する年度の
前年度中に返還を行った額の 
10分の10
（上限24万円）　　　　

最大５年　120万円

申請手続きの流れ ※�下の表は目安です。

月 内容 提出書類等

前年度 奨学金の返還

４月～６月 補助金交付申請書の提出
・補助金交付申請書

・就業証明書

７月～８月
交付決定審査 ⇒ 可否の連絡

補助金交付請求書の提出
・補助金交付請求書

９月頃 補助金の交付

問 教育委員会こども室
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元
気
な
農
業
を
切
り
拓
く
た
め
の
集
い 

い
い
じ
ま
む
ら
夢
楽
塾 

開
催

　
２
月
10
日
、
飯
島
町
文
化
館
小
ホ
ー
ル
で

い
い
じ
ま
む
ら
夢
楽
塾
２
０
２
４
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
1
部
で
は
、
町
の
農
業
発
展

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
の
表
彰
や

農
業
経
営
改
善
計
画
の
新
規
認
定
者
の
方
へ

の
認
定
証
交
付
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
第
２
部
で
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
交
流
会

「
夜
な
べ
談
義
」
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の
農

業
の
課
題
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

２~３２~３月月のの
できごとできごと

た
く
さ
ん
の
雪
に
大
は
し
ゃ
ぎ 

町
内
で
11
セ
ン
チ
の
積
雪

　
２
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
全
国
的
に

大
雪
と
な
り
、
飯
島
町
で
も
11
セ
ン
チ
の
積

雪
を
観
測
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
幸
い
、
大

き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
飯
島
保
育
園
で
は
園
児
た
ち
が
一
面
の
雪

景
色
の
中
で
、
大
き
な
雪
だ
る
ま
を
作
っ
た

り
、
か
ま
く
ら
を
作
っ
た
り
と
大
は
し
ゃ
ぎ

し
て
い
ま
し
た
。

元
気
な
１
年
生
に
な
っ
て
ね
！ 

ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
式

　
２
月
６
日
に
七
久
保
小
学
校
、
７
日
に
飯

島
小
学
校
で
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昭
和
48
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

今
回
で
51
回
目
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

　
七
久
保
小
学
校
で
は
片
桐
教
育
長
か
ら
14

人
、
飯
島
小
学
校
で
は
唐
澤
町
長
か
ら
51
人

の
来
入
学
児
へ
紺
・
赤
・
茶
色
の
中
か
ら
選

ん
だ
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
な
箱
に
入
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
受

け
取
る
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
元
気
に
お
礼
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

農業功績者表彰受賞者
　(写真左から)

　　下
しも

平
だいら

昌
まさ

夫
お

さん(鳥居原)

　　西
にし

尾
お

裕
ひろ

幸
ゆき

さん(新田)

　　株式会社道の駅田切の里

農業経営改善計画 
新規認定者

　(写真左)

　福
ふく

井
い

守
まもる

さん(本郷第一)

(上段)七久保小学校、(下段)飯島小学校での贈呈式の様子
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　２月15日、東京都で行われ

た鶴
かく

竜
りゅう

会
かい

主催の音
おと

羽
わ

山
やま

部屋開

設を祝う会へ鶴竜会信州支部

会長で町内歯科医師の中
なか

塚
つか

敏
とし

弘
ひろ

さんの紹介があり、唐澤町

長が出席しました。 

　当日は日本相撲協会へ土俵

俵を納めている飯島町に会社

を置く㈱わらむさんのご厚意

で製作された米俵等を持参し、

集まった100人ほどの前で飯

島町のＰＲも行いました。土

俵俵を通じた交流を今後も続

けていく予定です。
※音羽山部屋…モンゴル出身で、

優勝６回、幕内通算785勝の元横

綱「鶴
かく

竜
りゅう

」(38歳)が、昨年12月27

日24代目の「音羽山」を襲名し、

陸奥部屋から独立、力士２人、床

山１人とともに東京都墨田区に音

羽山部屋を新設しました。

　３月１日から３月７日にか

けて、町内全域で飯島町消防

団による火災予防広報が行わ

れ、火災予防の啓発を行いま

した。今年度町内でも火災が

多く発生していますので、土

手焼きなど火の取り扱いには

十分注意をお願いします。

「
ト
リ
セ
ツ
」
シ
リ
ー
ズ
の
著
者 

黒く
ろ

川か
わ

伊い

保ほ

子こ

さ
ん
講
演
会
開
催

　
２
月
21
日
、
八
十
二
銀
行
親
交
会
主
催
の

感
性
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
男
女
脳
差
理

解
に
よ
る
組
織
力
ア
ッ
プ
講
座
～
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
飯
島
町
出
身
で
「
妻
の
ト
リ
セ
ツ
」
な
ど

の
著
書
で
知
ら
れ
る
黒
川
伊
保
子
さ
ん
が
、

脳
科
学
の
視
点
で
家
族
や
職
場
で
の
よ
り
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
な
ど
を
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、

和
や
か
な
雰

囲
気
で
講
演

す
る
黒
川
さ

ん
の
お
話
に

聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

ひ
か
り
味
噌
㈱
様
か
ら
こ
ど
も
た
ち

へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
２
月
９
日
、
町
内
に
主
力
生
産
工
場
を
も

つ
、
ひ
か
り
味
噌
㈱
様
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
書
籍
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
で
の
活
躍
に
大
き
な
期
待 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全
国
大
会
激
励
会

　
２
月
16
日
、
第
23
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
、
第
35
回
都
道
府
県
対
抗
全
日

本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
、
第
９
回
全

国
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
激
励

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
４
人
、
中

学
生
２
人
の
６
人
が
力
強
く
全
国
大
会
で
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
の
熱
い
ラ
イ
ブ 

い
い
じ
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ

　
２
月
25
日
、
飯
島
町
文
化
館
で
４
年
ぶ
り

と
な
る
い
い
じ
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
生
演
奏
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

(写真左から)唐澤町長、田
た

中
なか

愛
まな

実
み

さん(飯

中２年)、宮
みや

下
した

慶
けい

さん(飯中２年)、田
た

中
なか

希
のぞ

実
み

さん(飯小４年)、卜
うら

部
べ

紬
つむぎ

さん(飯小４年

)、鈴
すず

木
き

一
いち

花
か

さん(飯小５年)、大
おお

澤
さわ

一
かず

華
は

さ

ん(飯小５年)、片桐教育長
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こ　
　
　

 

「
合が

っ

唱
し
ょ
う

団だ
ん

で
の
思お

も

い
出で

」

　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
　
　
飯い

い

島じ
ま

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

　
６
年ね

ん

２
組く

み

小こ

林
ば
や
し

　
優ゆ

月づ
き

お
し
ゃ
べ
り
会か

い

『
保ほ

育い
く

園え
ん

入
に
ゅ
う

園え
ん

を
前ま

え

に
』
を
テ
ー

マ
に
東と

う

部ぶ

保ほ

育い
く

園え
ん

の
山や

ま

内う
ち

園え
ん

長
ち
ょ
う

先せ
ん

生せ
い

を
か
こ
ん
で
の
お
し
ゃ
べ
り

会か
い

を
行

お
こ
な

い
ま
し
た
。
入

に
ゅ
う

園え
ん

予よ

定て
い

の

方か
た

、
ま
だ
入

に
ゅ
う

園え
ん

し
な
い
け
ど
保ほ

育い
く

園え
ん

の
様よ

う

子す

を
聞き

い
て
み
た
い
方か

た

な

ど
、
10
組く

み

の
親お

や

子こ

の
参さ

ん

加か

が
あ
り
、

『
入

に
ゅ
う

園え
ん

ま
で
に
や
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
こ
と
』
『
園え

ん

生せ
い

活か
つ

の
詳く

わ

し

い
様よ

う

子す

』
『
入

に
ゅ
う

園え
ん

の
持も

ち
物も

の

』
な

ど
、
お
し
ゃ
べ
り
が
弾は

ず

み
ま
し

た
。
園え

ん

長
ち
ょ
う

先せ
ん

生せ
い

と
話は

な

し
た
こ
と
で
、

『
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
良よ

か
っ

た
』
『
細こ

ま

か
い
こ
と
が
聞き

け
て
た

め
に
な
っ
た
』
な
ど
の
声こ

え

が
聞き

か

れ
ま
し
た
。

最さ
い

後ご

に
絵え

本ほ
ん

の
読よ

み

聞き

か
せ
も

あ
り
、
保ほ

育い
く

園え
ん

に
親し

た

し
み
の
持も

て
る
良よ

い

機き

会か
い

と
な

り
ま
し
た
。

お
ひ
な
さ
ま
製せ

い

作さ
く

　
社し

ゃ

協
き
ょ
う

生い

き
が
い
デ
イ
の
皆み

な

さ

ん
と
合ご

う

同ど
う

で
『
お
ひ
な
さ
ま
の
製せ

い

作さ
く

』
を
行

お
こ
な

い
ま
し
た
。
今こ

ん

回か
い

は
飯い

い

島じ
ま

上う
わ

在ざ
い

地ち

区く

８
人に

ん

の
皆み

な

さ
ん
と
交こ

う

流り
ゅ
うし

ま
し
た
。
最さ

い

初し
ょ

に
親お

や

子こ

で
製せ

い

作さ
く

を
し
、
続つ

づ

い
て
生い

き
が
い
デ
イ

の
方か

た

の
製せ

い

作さ
く

を
お
手て

伝つ
だ

い
し
ま
し

た
。
『
ど
れ
が
い
い
で
す
か
？
』

と
声こ

え

を
掛か

け
な
が
ら
一い

っ

緒し
ょ

に
部ぶ

品ひ
ん

を
選え

ら

び
台だ

い

紙し

に
貼は

っ
て
い
き
ま
し

た
。
製せ

い

作さ
く

中ち
ゅ
うに

は
和な

ご

や
か
な
会か

い

話わ

が
聞き

か
れ
、
い
つ
の
間ま

に
か
お
年と

し

寄よ

り
の
方か

た

の
膝ひ

ざ

に
座す

わ

っ
て
い
る
お

子こ

さ
ん
も
い
ま
し
た
。
製せ

い

作さ
く

の
後あ

と

に
は
ひ
な
ま
つ
り
の
歌う

た

を
一い

っ

緒し
ょ

に

歌う
た

っ
た
り
、
手し

ゅ

話わ

を
教お

し

え
て
も
ら

っ
た
り
、
社し

ゃ

協き
ょ
うか

ら
持も

っ
て
来き

て

く
れ
た
ボ
ン
ボ
ン
を
使つ

か

っ
て
体た

い

操そ
う

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
子こ

ど
も
も

お
母か

あ

さ
ん
も
生い

き
が
い
デ
イ
の
方か

た

も
み
ん
な
が
終

し
ゅ
う

始し

笑え

顔が
お

で
、
帰か

え

る
際さ

い

に
は
『
と
て
も
楽た

の

し
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
』
と
言い

っ
て
い
た
だ

き
、
温

あ
た
た

か
な
交こ

う

流り
ゅ
うが

で
き
ま
し
た
。

【
写し

ゃ

真し
ん

は
28
ペ
ー
ジ
に
掲け

い

載さ
い

】

２
が
つ
の

　
で
き
ご
と
か
ら
…

　
私

わ
た
し

は
３
年ね

ん

生せ
い

の
と
き
に
合が

っ

唱
し
ょ
う

団だ
ん

の
研け

ん

究
き
ゅ
う

生せ
い

に
な
り
、
４
年ね

ん

生せ
い

の
と
き
か
ら
正せ

い

式し
き

に
合が

っ

唱
し
ょ
う

団だ
ん

に
入は

い

っ
て
い
ま
す
。

　
２
月が

つ

に
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
交こ

う

歓か
ん

会か
い

と
い
う

他た

校こ
う

の
合が

っ

唱
し
ょ
う

団だ
ん

と
歌う

た

を
聞き

き
比く

ら

べ
る
行

ぎ
ょ
う

事じ

が

あ
り
、
私

わ
た
し

達た
ち

飯い
い

島じ
ま

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
は
島し

ま

か
ね
も
ん

か
ん
ざ
ぶ
ろ
う
と
い
う
４
つ
の
パ
ー
ト
に
分わ

か
れ
る
ハ
モ
リ
の
多お

お

い
曲

き
ょ
く

を
歌う

た

い
ま
し
た
。

本ほ
ん

番ば
ん

に
向む

け
て
何な

ん

度ど

も
練れ

ん

習
し
ゅ
う

を
重か

さ

ね
ま
し
た
。

本ほ
ん

番ば
ん

で
他た

校こ
う

の
歌う

た

声ご
え

を
聞き

い
て
い
る
と
、
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

は
ま
だ
ま
だ
上う

え

を
目め

指ざ

せ
る
と
思お

も

っ
た

し
、
そ
れ
よ
り
５
年ね

ん

生せ
い

の
歌う

た

声ご
え

が
想そ

う

像ぞ
う

以い

上
じ
ょ
う

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
な
る
と
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
と
き
よ
り
も

音お
ん

楽が
く

と
の
関か

か

わ
り
は
少す

く

な
く
な
る
か
も
知し

れ

な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
音お

ん

楽が
く

に
ふ
れ
て
、

大た
い

切せ
つ

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
原げ

ん

文ぶ
ん

の
ま
ま
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
】
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ひまわりっこひまわりっこ

七
なな

久
く

保
ぼ

小
しょう

学
がっ

校
こう

　六
ろく

年
ねん

　上
うえ

原
はら

 香
か

澄
すみ

　私
わたし

は「みんながやりたいことに思
おも

い切
き

っ

て挑
ちょう

戦
せん

できる町
まち

」になったらいいなと思
おも

い

ます。

　例
たと

えば私
わたし

のお母
かあ

さんは水
すい

泳
えい

をやりたいと

言
い

っています。でも新
あたら

しいことを始
はじ

めるの

は少
すこ

しいそがしいかなと思
おも

います。そんな

時
とき

に町
まち

の人
ひと

みんなで簡
かん

単
たん

な教
きょう

室
しつ

みたいなも

のを開
ひら

いたらいいと思
おも

います。そうすれば

町
まち

の人
ひと

達
たち

の仲
なか

も深
ふか

まるし、交
こう

流
りゅう

の場
ば

になる

と思
おも

います。

　私
わたし

は料
りょう

理
り

を作
つく

るのが苦
にが

手
て

なのでみんなで、

「得
とく

意
い

料
りょう

理
り

を教
おし

え合
あ

う会
かい

」みたいなものが

あったらとても楽
たの

しそうだなと思
おも

います。

　子
こ

育
そだ

てや仕
し

事
ごと

でいそがしくてやりたいこ

とが出
で

来
き

ていない人
ひと

は少
すく

なくはないと思
おも

い

ます。みんながみんなの挑
ちょう

戦
せん

を応
おう

援
えん

したり、

手
て

助
だす

けをしたりすれば、飯
いい

島
じま

町
まち

がもっとい

きいきした「はっぴーな町
まち

」になると思
おも

い

ます。

【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

保
ほ

育
いく

園
えん

の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

 飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

  　１学
がく

年
ねん

（国
こく

語
ご

）

　　 宮
みや

澤
ざわ

 杏
きょう

佳
か

 先
せんせい

生

今
こ と し

年４月
がつ

、新
しん

任
にん

で飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

へ。駒
こま

ヶ
が

根
ね

市
し

出
しゅっ

身
しん

・在
ざい

住
じゅう

。

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？　Ａ．トマト

Ｑ．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

は？　　Ａ．競
きょう

技
ぎ

かるた

Ｑ．モットーは？　　　

Ａ．なんとかなれーッ！(ちいかわ)

Ｑ．町
まち

や学
がっ

校
こう

の印
いん

象
しょう

は？　

Ａ．あいさつがとっても気
き

持
も

ち良
よ

い。あたたかい。

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？

Ａ．子
こ

どもが好
す

きだから。

Ｑ．今
いま

、はまっていることは？

Ａ．アイドル。トラビスジャパン。

Ｑ．最
さい

近
きん

、嬉
うれ

しかったことは？

Ａ．久
ひさ

しぶりに友
とも

だちに会
あ

えたこと。

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

の皆
みな

さんへ一
ひと

言
こと

お願
ねが

いします！

Ａ．�社
しゃ

会
かい

人
じん

１年
ねん

目
め

を飯
いい

島
じま

町
まち

で過
す

ごすことができてとて

もうれしく思
おも

っています！これからものびのびが

んばります。

レゴのたつじんレゴのたつじん

かんごしさんかんごしさん

スポンジボブスポンジボブケーキやさんケーキやさん

びようしさんびようしさん
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４
月
の
テ
ー
マ

１ 

ひ
ら
い
て
ワ
ク
ワ
ク

　
　
め
く
っ
て
ド
キ
ド
キ

　

 

～
子
ど
も
読
書
の
日
・
こ
ど
も
の
読
書
週
間
～

　
４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で

す
。
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
が
、

こ
ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
新
た
な
出
発
を
き
っ
か
け

に
し
て
本
と
友
だ
ち
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ご
家
庭
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の

流
れ
の
中
で
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
読
書
に

親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
家
庭
や
地
域
、
町

の
い
ろ
ん
な
所
で
読
書
の
輪
が
広
が
る
と

い
い
で
す
ね
。

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

『
伝
わ
る
言
葉
。』

　
～
失
敗
か
ら
学
ん
だ
言
葉
た
ち
～

　
須
江 

航(

仙
台
育
英
高
校
野
球
部
監
督)

・
文

　
仙
台
育
英
高
校
を
東
北
初
の
甲
子
園
優

勝
に
導
い
た
須
江
監
督
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
神
髄
！

 

野
球
部
で
の
指
導
を
通
し
て
学
ん
だ
人

と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
て
く
れ
る
本
で
す
。

４
月が

つ(

卯う

月づ
き)

み
ん
な
の

図
書
館

お
知
ら
せ

☆��

図
書
館
の
日
　
【
４
月
27
日(

土)

】

「
図
書
館
の
日
」
は
飯
島
町
図
書
館
の
開

館
記
念
日
で
す
。
日
頃
よ
り
図
書
館
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
お
は
な
し
会
な
ど
の
企

画
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
雑
誌
付
録
・
除
籍
本
の
無
料
配
布

　
午
前
10
時
～

　
飯
島
町
図
書
館

②
お
は
な
し
の
森
図
書
館
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
午
前
11
時
～

　
文
化
館
小
ホ
ー
ル

　
要
事
前
予
約
・
先
着
60
人

　
出
演
・
あ
れ
ま
本
舗

☆��

こ
ど
も
読
書
週
間

　
【
４
月
23
日(

火)

～
５
月
12
日(

日)

】

①�

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」 

い
つ
で
も
お
は
な
し
タ
イ
ム

②�

大
人
も
子
ど
も
も
本
を
借
り
た
ら
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
！

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
大
会
結
果

■
第
51
回
飯
島
町
剣
道
大
会

(

２
月
24
日 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー)

【
中
学
生
の
部
】

　
優

　
勝

　
堀ほ

り

越こ
し

昊こ
う

樹き

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

　
優

　
勝

　
佐さ

さ々

木き

蒼そ
う

介す
け

　
準
優
勝

　
片か

た

桐ぎ
り

　
連れ

ん

　
第
３
位

　
栗く

り

林
ば
や
し

大た
い

己き

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
優

　
勝

　
横よ

こ

田た

来く
る

実み

　
準
優
勝

　
鈴す

ず

木き

碧あ
お

斗と

　
第
３
位

　
栗く

り

林
ば
や
し

里り

帆ほ

■
第
26
回
飯
島
Ｊ
ｒ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(

３
月
３
日 

飯
島
体
育
館)

【
小
学
６
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
横よ

こ

山や
ま

翔ひ

彩い
ろ

　
準
優
勝
　
酒さ

か

井い

陽は
る

稀き

　
第
３
位
　
平ひ

ら

田た

桜さ

奈な

【
小
学
４
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
酒さ

か

井い

大だ
い

輝き

　
準
優
勝
　
松ま

つ

原ば
ら

龍
り
ゅ
う

ノの

介す
け

【
中
学
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
青あ

お

木き

悠ゆ
う

晟せ
い

　
準
優
勝
　
上う

え

野の

岳た
け

人と

スケジュール
◆絵本とあそぶつどい
　４月７日(日) 午前10時30分～

◆こどもの読書週間
　４月23日(火)～５月12日(日)

◆�子ども読書の日いつでもおはなしタイム
　４月23日(火) 開館時間中いつでも

◆第32回図書館の日
　４月27日(土)　午前10時開館
（雑誌付録・除籍本の無料配布）

◆おはなしの森 図書館の日スペシャル
　４月27日(土) 午前11時～ 町文化館
◆４月休館日
　１日、２日、８日、15日、22日、30日

全
国
大
会
出
場
！

■
第
35
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

(

３
月
26
～
28
日 

三
重
県)

　
田た

中な
か

愛ま
な

実み

・
宮み

や

下し
た

　
慶け

い

　 

ペ
ア

■�

第
９
回
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

(

３
月
29
～
31
日 

三
重
県)

【
個
人
戦
】

　
田た

中な
か

愛ま
な

実み

・
宮み

や

下し
た

　
慶け

い

　 

ペ
ア

　
小こ

林
ば
や
し

史し

歩ほ

・
柘つ

植げ

ち
ひ
ろ 

ペ
ア

　
卜う

ら

部べ  

樹
い
つ
き

・
山や

ま

口ぐ
ち

紗さ

優ゆ

　 

ペ
ア

【
団
体
戦
】

　
卜う

ら

部べ

　
樹い

つ
き・

宮み
や

下し
た

　
慶け

い

・
田た

中な
か

愛ま
な

実み

・

　
山や

ま

口ぐ
ち

紗さ

優ゆ

・
柘つ

植げ

ち
ひ
ろ
・
小こ

林
ば
や
し

史し

歩ほ

　
佐さ

藤と
う

萌も

空あ

・
髙た

か

橋は
し

結ゆ

心な

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　
３
月
２
日
、
飯
島
体
育
館
で
第
13
回
飯
島

町
長
杯
ひ
な
ま
つ
り
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
、
16
チ
ー
ム
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
個
人
戦
】(

　)

は
参
加
団
体
名

　
優
　
勝
　
小こ

林
ば
や
し

光み
つ

希き(

Ａ
Ｋ
Ｓ)

　
準
優
勝
　
山や

ま

本も
と

　
清

き
よ
し(

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ)

　
第
３
位
　
福ふ

く

井い

時と
き

子こ(

和
歌
山
Ｂ)

【
団
体
戦
】

　
優
　
勝
　
和
歌
山
Ａ

　
準
優
勝
　
和
歌
山
Ｂ

　
第
３
位

　
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

☆場所の表記のないものは町図書館
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２月の戸籍

　

短　

歌

名
が
良
い
言
う
人
の
あ
る
仙せ

ん

崖が
い

嶺れ
い

　

変
哲
も
な
い
山
な
ん
だ
け
ど

市
村
通
泰

一
粒
を
銜く

わ

え
飛
び
立
つ
四
十
雀

　

ひ
ま
わ
り
の
実
に
終ひ

ね

日も
す

通
う

桃
澤
美
寿
々

平
年
比 

観
測
史
上
に
蕾

つ
ぼ
み

た
ち

　

変
動
気
象
一
喜
一
憂

織
田
信
行

雪
降
ら
ば
炬
燵
に
入
る
定
位
置
の

　

心
や
す
ら
ぎ
新
聞
を
見
る

上
前　

守

立
春
を
過
ぎ
て
大
雪
日
陰
道

　

腰
か
ば
い
つ
つ
雪
か
き
を
す
る

鳳
来
山
人

　

俳　

句　

風
呂
吹
や
口
に
含
み
て
転
が
し
て

福
澤
幸
子

節
分
や
内
な
る
鬼
と
語
り
た
り

古
畑
ひ
ろ
子

空
の
青
写
し
て
群
れ
て
石う

斑ぐ

魚い

稚
魚

米
山
ま
つ
ゑ

寒
満
月
村
を
平
に
統
ぶ
り
た
る

土
村
ま
さ
子

よ
ど
む
水
流
れ
ゆ
く
水
春
浅
し

小
池
さ
ち
子

　　　こんにちは赤ちゃん

　　髙
たか

橋
はし

　日
ひ

々
び

人
と

ちゃん　（赤坂）

　　　　　治
はる

夫
お

・珠
たま

希
き

さん

　　堀
ほり

内
うち

　陽
ひ

凪
なぎ

ちゃん　　（岩間）

　　　　　敬
けい

太
た

・ひかるさん

　　那
な

須
す

野
の

　蒼
あお

生
い

ちゃん　（上通り）

　　　　　淳
じゅん

吾
ご

・美
み

咲
さき

さん

　　宮
みや

澤
ざわ

　智
とも

久
ひさ

ちゃん　（美澤）

　　　　　康
やす

之
ゆき

・まどかさん

　　　ご冥福をお祈りします

　宮
みや

脇
わき

　安
やす

英
えい

さん　94歳（南田切）

　平
ひら

澤
さわ

　悦
えつ

子
こ

さん　88歳（南町）

　飯
いい

島
じま

　紘
ひろし

さん　　81歳（北町）

　宮
みや

下
した

　てるさん　99歳（北村）

　下
しも

平
だいら

　國
くに

夫
お

さん　95歳（鳥居原）

　宮
みや

下
した

　幸
ゆき

子
こ

さん　100歳（高遠原）

　武
たけ

田
だ

　ミカさん　56歳（上ノ原）

　小
こ

林
ばやし

　里
さと

子
こ

さん　87歳（春日平）

　林
はやし

　勝
まさる

さん　　　79歳（本郷第一）

　森
もり

谷
たに

　孝
たか

義
よし

さん　68歳（本郷第五）

　平
ひら

澤
さわ

　準
じゅん

三
ぞう

さん　85歳（岩間）

※掲載の承諾を頂いた方のみ 
掲載しています。

今
年
も
桜
の
季
節
が 

や
っ
て
き
ま
し
た
ね
！

　
飯
島
町
に
は
昔
か
ら
桜
の
名

所
が
あ
り
、
西
岸
寺
に
は
伊
那

三
女
の
桜
、
七
久
保
に
は
慈
福

院
の
枝
垂
れ
桜
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
千
人
塚
の

桜
や
、
与
田
切
公
園
、
町
谷
の

堤
、
本
郷
駅
の
桜
、
藤
巻
川
の

桜
な
ど
が
町
内
に
あ
り
ま
す
ね
。

　
今
か
ら
25
年
ほ
ど
前
、
飯
島

町
の
桜
の
名
所
を
守
り
育
て
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
信

州
い
い
じ
ま
桜
守
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
町
内
の
桜
に
つ
い

て
、
病
気
に
な
っ
て
い
る
も
の
、

間
伐
し
た
方
が
い
い
か
な
ど
を

調
査
し
、
飯
島
町
の
桜
を
守
り

育
て
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
飯
島
独
自
の
桜
を
育

て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
お

陣
屋
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
」
と
い

う
名
前
を
つ
け
た
彼
岸
桜
を
町

内
に
広
め
る
た
め
、
挿
し
木
を

し
て
植
え
て
き
ま
し
た
。
飯
島

町
の
桜
は
、
そ
う
し
た
桜
守
の

活
動
の
経
過
が
あ
り
、
今
も
き

れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

町
長
さ
ん
の
好
き
な 

桜
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　
一
般
的
な
桜
も
好
き
で
す
が
、

私
の
好
き
な
桜
は
、
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
と
い
う
下
を
向
い
て
咲

い
て
い
る
桜
で
す
。
町
内
で
一

番
大
き
な
木
は
、
日
曽
利
神
社

の
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
で
、
樹
齢

が
１
２
０
０
年
く
ら
い
の
古
木

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ワ
ミ
ズ

ザ
ク
ラ
は
、
桜
と
い
う
よ
り
犬

の
し
っ
ぽ
み
た
い
な
感
じ
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
桜
が
咲
く
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
桜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
春
を
愛
で
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

唐澤隆 
町長 
コラム

３月号のコラムは「桜」のおはなし

町ＨＰでもコラムがご覧いただけます。
トップページ⇒町長の部屋に掲載してい
ます。
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飯島町交通死亡事故ゼロ1,000日達成まで あと168日（令和６年２月29日時点）

４４
月月

令
和
５
年
度
一
般
会
計

令
和
５
年
度
一
般
会
計  

補
正
予
算

補
正
予
算((

第
８
号

第
８
号))

　
約
６
１
０
０
万
円
を
追
加
す
る
補

正
予
算
が
承
認
さ
れ
、
一
般
会
計
予

算
総
額
は
、
約
62
億
７
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

■
主
な
内
容
と
補
正
額

【
歳
入
】

・�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金４

２
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
い
い
じ
ま
応
援
寄
附
金

　
１
２
０
０
万
円

・�

ふ
る
さ
と
い
い
じ
ま
応
援
基
金

繰
入
金
　
　
　
　
６
０
０
万
円

【
歳
出
】

・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金

３
１
０
０
万
円

・�

ふ
る
さ
と
い
い
じ
ま
応
援
基
金

積
立

　
　
　
　
１
２
０
０
万
円

・�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金(

こ
ど
も
加
算)

　
１
１
０
０
万
円

・�

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
用
特
産
品

ほ
か

　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

・�

能
登
半
島
地
震
災
害
派
遣
職
員

手
当
ほ
か

　
　
　
２
７
０
万
円

■
お
問
合
せ

　
企
画
政
策
課 
財
政
係 

内
線
223

指
定
ご
み
袋
の
不
良
品
の
発
生

指
定
ご
み
袋
の
不
良
品
の
発
生

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
指
定
ご
み
袋
の
一
部
に
お
い
て
、

持
ち
手
の
部
分
が
裂
け
や
す
い
製

品
が
混
入
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
該
当
す
る
袋
の
交
換
対
応

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で

保
管
し
て
い
る
袋
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
対
象
製
品

　
指
定
ご
み
袋(

可
燃
ご
み)

の

小
・
中
サ
イ
ズ
の
う
ち
、
出
荷

管
理
番
号
が
「3-23-012181

～

■
年
齢
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

・�

49
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
・
夫

婦
世
帯

・�

半
年
以
内
に
婚
姻
す
る
49
歳
未

満
の
世
帯

◇
北
梅
戸
住
宅

■
所
在
地

　
飯
島
２
４
３
６
番
地
27

■
募
集
戸
数

　
２
戸

■
間
取
り

　
３
Ｋ
Ｂ

■
設
備

　
駐
車
場
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
ト
イ
レ

水
洗
・
浴
室(

浴
槽
は
入
居
者
持

ち
込
み)

■
世
帯
所
得
月
額

　
15
万
８
千
円
以
下

■
家
賃

　
１
万
２
１
０
０
円
～

２
万
５
０
０
円

■
敷
金

　
入
居
時
の
決
定
家
賃
の
３
か
月
分

※�

い
ず
れ
の
住
宅
も
自
治
会
に
加

入
し
活
動
に
参
加
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
共
益
費
を
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　
建
設
水
道
課 

調
査
計
画
係 

内
線
147

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座  

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

■
開
催
期
間

　
５
月
18
日(

土)

～
11
月
２
日(

土)

　
午
前
10
時
～
正
午

※�

隔
週
土
曜
日
・
全
12
回

■
会
場

　�

伊
那
市
福
祉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー 

ふ
れ
あ
い
～
な

■
受
講
料

　
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
１
５
４
０
円
と
送

料
が
必
要
で
す
。

　

■
募
集
人
数

　
10
人(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選)

■
申
込
期
間

　
３
月
１
日(

金)

～
４
月
19
日(

金)

■
対
象
者

　
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・�

上
伊
那
市
町
村
に
お
住
い
の
方

・
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方

・�

受
講
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
な
げ
た
い
方

■
申
込
方
法

　�

電
話
ま
た
は
伊
那
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

７
３-

２
５
４
４

10日(水)午後３時～５時30分
場所：町長室

町民と町長のほっと懇談会
４月の開催日

総務課 秘書広報係
※�予約申し込みが必要です。

3-23-018580

」
の
も
の
。

※�

出
荷
管
理
番
号
は
、
外
袋
の
裏

側
に
シ
ー
ル
に
よ
り
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
交
換
方
法

　
役
場
生
活
環
境
係
へ
該
当
品
の

外
袋
と
ご
み
袋
を
一
緒
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
同
じ
種
類
の
新
し
い

袋
と
交
換
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
・
申
請
先

　
住
民
税
務
課 

生
活
環
境
係 

内
線
155

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◇
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト

■
所
在
地

　
飯
島
２
５
８
７
番
地
３

■
募
集
戸
数
　
４
戸

■
間
取
り
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｄ
Ｋ

■
設
備

　
駐
車
場
（
有
料
）
・
外
物
置
・

オ
ー
ル
電
化
・
ト
イ
レ
水
洗

■
世
帯
所
得
月
額

　
15
万
８
千
円
～
48
万
７
千
円

■
家
賃

　
４
万
円
～
４
万
６
千
円

■
敷
金

・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
13
万
円

・
３
Ｄ
Ｋ
　
　
14
万
４
千
円
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飯
島
町
勤
労
者
互
助
会
に

飯
島
町
勤
労
者
互
助
会
に  

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
飯
島
町
勤
労
者
互
助
会
と
は
、

　

飯
島
町
内
の
中
小
企
業
を
対
象
と

し
て
、
福
利
厚
生
の
充
実
を
は
か

る
団
体
で
す
。

■
主
な
事
業

・�

慶
弔
、
勤
続
、
災
害
な
ど
へ
の

給
付
金
支
給

・�

町
内
イ
ベ
ン
ト
、
町
内
施
設
の

利
用
費
補
助

・�

会
員
相
互
の
懇
親
日
帰
り
旅
行 

な
ど

■
加
入
条
件

　�

飯
島
町
内
に
事
業
所
を
置
く
中

小
企
業

■
入
会
金
・
会
費

（
会
員
１
名
に
つ
き
）

・
入
会
金
　
　
　
　 

２
０
０
円

・
会

　
費

　
　
月
額 

３
０
０
円

☆�

特
に
こ
ん
な
事
業
所
に 

お
ス
ス
メ
で
す
！

①�

個
人
や
家
族
で
事
業
を
営
ん
で

い
る

②
社
内
の
慶
弔
の
仕
組
み
が
な
い

　
従
業
員
の
福
利
厚
生
を
充
実
さ

せ
て
、
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
？

　
お
得
で
楽
し
い
飯
島
町
勤
労
者

互
助
会
に
加
入
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
詳

し
く
は
、
商
工
係
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
産
業
振
興
課 

商
工
係 

内
線
106

固
定
資
産
税
に
か
か
る
土
地
・

固
定
資
産
税
に
か
か
る
土
地
・

家
屋
の
価
格
等
が
わ
か
る
縦
覧

家
屋
の
価
格
等
が
わ
か
る
縦
覧

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
所
有
す
る
固

定
資
産
の
評
価
額
が
他
の
土
地
・
家

屋
と
比
較
し
て
適
正
で
あ
る
か
確
認

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
次
の
期

間
で
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
、
ま
た

そ
れ
以
外
の
評
価
額
台
帳
を
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
縦
覧
の
期
間

　
４
月
１
日(

月)

～

  

４
月
30
日(

火)

■
場
所

  

住
民
税
務
課 

窓
口

■
縦
覧
の
内
容
と
条
件

○
土
地
の
み
所
有
の
場
合

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

 

  © 段　丹映子　無断転載禁止

 （「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

男のくせに男のくせに

３月１日現在の

下水道つなぎ込み率
問 建設水道課 水道係

公共下水道飯島地区…84.4%↑／公共下水道七久保地区…87.3％↓／ 
農業集落排水七久保北部地区…94.5％→／農業集落排水田切南部地区…93.9％→／ 
農業集落排水本郷東部地区…92.2％↑／合併浄化槽地区…84.2％↑／合計…86.6％↑

（��

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額
）

○
家
屋
の
み
所
有
の
場
合

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

（�

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、 

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
）

〇
ど
ち
ら
も
所
有
の
場
合

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

■
必
要
書
類

・�

納
税
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
も
の

※�

こ
の
期
間
外
で
も
評
価
証
明
書
を

有
料
で
取
得
で
き
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 

税
務
係 

内
線
152

令
和
７
年
３
月

令
和
７
年
３
月  

飯
島
町
議
会
議
員
選
挙
日
程

飯
島
町
議
会
議
員
選
挙
日
程

　
令
和
６
年
２
月
27
日
開
催
の
定

例
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、

令
和
７
年
３
月
31
日
任
期
満
了
に

伴
う
飯
島
町
議
会
議
員
選
挙
の
日

程
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■�

選
挙
期
日
告
示
・
立
候
補
届
出

受
付

　
令
和
７
年
３
月
18
日(

火)

■
期
日
前
投
票

　
令
和
７
年
３
月
19
日(

水)

～

　
　
　
　
　
３
月
22
日(

土)

■
選
挙
投
開
票
日

　
令
和
７
年
３
月
23
日(

日)

■
お
問
合
せ

　
飯
島
町
選
挙
管
理
委
員
会 

内
線
214

農地の賃貸借に関する農地の賃貸借に関する

手続きの窓口が変わります手続きの窓口が変わります

中間管理機構を通じた農地の貸借に

係る事務手続きが、飯島町農業再生

協議会から町に変更となります。

◆�令和６年４月１日から窓口が

変更となる手続き

・�農地の賃貸借に関する手続き

（中間管理事業）

◆変更後の窓口

　飯島町役場産業振興課農政係

問 産業振興課 農政係
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【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

 

『
定
例
個
別
相
談
』

　
４
月
10
日(

水)

※
要
事
前
予
約

　
①
午
後
２
時
～

　
②
午
後
３
時
30
分
～

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

※
相
談
日
以
外
も
対
応
し
ま
す
。 

　
問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

８
６-

５
５
１
１

【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】

◆
行
政
相
談

　
４
月
20
日(

土)

　
午
前
10
時
～
正
午

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６-

４
８
６
３

　
相
談
委
員
　
吉き

っ

川か
わ

秀ひ
で

幸ゆ
き

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談（
予
約
制
）

　
４
月
４
日(
木)

・
18
日(

木)

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
伊
那
合
同
庁
舎
内
交
通
事
故
相
談
室

　
☎
０
２
６
５-

７
６-
６
８
０
３

　
次
の
方
か
ら
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「育児や介護など困っている人がいたら声かけをし、行政のサービス等を活用する提案をしましょう。」

上
下
水
道
指
定
工
事
店
の
変
更

上
下
水
道
指
定
工
事
店
の
変
更

　
事
業
所
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
、

上
下
水
道
の
指
定
工
事
店
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
変
更
と
な
っ
た

業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
指
定
業
者(

営
業
所
移
転)

【
上
・
下
水
道
】

　
株
式
会
社
Ｇ
Ｕ
Ｄ
工
業(

飯
田
市)

　
飯
田
市
山
本
６
７
２
４-

１
２
６

　
☎
０
２
６
５-

４
８-

５
５
２
０

※�

そ
の
他
の
指
定
業
者
に
つ
い
て

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
建
設
水
道
課 

水
道
係 

内
線
133

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　
４
月
９
日(

火)

　
午
後
６
時
～
８
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員
　
小こ

林
ば
や
し

ひ
と
み

　
☎
０
９
０-

４
７
６
２-

２
８
８
７

◆
教
育
相
談

　
月
～
金
曜
日(

中
学
登
校
日)

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
飯
島
体
育
館

　
☎
０
９
０-

２
２
６
９-

９
０
９
６

　
相
談
員

　
武た

け

田だ

惠よ
し

江え

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　
月
～
金
曜
日(

祝
祭
日
除
く)

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
こ
ど
も
室

　
☎
８
６-

６
７
１
１

　
相
談
員

◆
子
育
て
相
談

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６-
８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
こ
こ
ろ
の
相
談(
予
約
制)

　
４
月
17
日(

水)

、
24
日(
水)

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

　
相
談
員
　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
問
保
健
医
療
係 

内
線
190

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　
４
月
９
日(

火)

・
23
日(

火)

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
問
保
健
医
療
係 

内
線
190
・
199

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　
４
月
９
日(

火)

・
23
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
線
196
・
197

広報紙を「声」でお届け 

朗読奉仕声の輪グループによる広報紙の音声データを 
町ホームページで公開しています！

　朗読奉仕声の輪グループは、視覚に障がいをお持ちの方や読むことが困難な方に、会員の声を通し

て「広報いいじま未来飛行」や「社協報ふくし」を主にした情報をお届けしているボランティアグル

ープです。

　録音した音声データは希望者へＣＤで配布をしていますが、町広報紙は令和６年１月号から町ホー

ムページでも音声データの公開を始めました。

　パソコンやスマートフォンからご利用ください。

【声の輪では会員を募集しています】

　広報いいじま未来飛行の発行に合わせて月に１回、 

　地域福祉センター石楠花苑で活動しています。

　見学も受け付けていますので、お気軽にお問合せください。

　◇声の輪についてのお問合せ

　　飯島町社会福祉協議会　飯島町ボランティアセンター

　　☎0265-86-5511

飯島町ホームページ

広報紙「広報いいじま未来飛行」のページ

問 総務課 秘書広報係
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４月の納税 　　　固定資産税 第１期分　　　　　　　【納期限】４月30日(火)
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日　時 会　場

４
月
13
日
（
土
）

午
　
前

9:00 ～ 9:30 飯島町役場

9:40 ～ 10:00 岩間農業構造改善センター

10:05 ～ 10:25 高尾農業構造改善センター

10:30 ～ 10:50 春日平中原コミュニティーセンター

10:55 ～ 11:25 田切公民館

11:30 ～ 11:50 中平集会所

午
　
後

1:00 ～ 1:20 赤坂自治会集会所

1:25 ～ 1:45 石曽根集会所

1:50 ～ 2:10 鳥居原集会所

４
月
14
日
（
日
）

午
　
前

9:00 ～ 9:30 成人大学センター前

9:40 ～ 9:50 日曽利集会所

10:00 ～ 10:30 本郷公民館

10:35 ～ 10:55 本郷第一集会所

11:00 ～ 11:20 荒田公会所

11:25 ～ 11:45 柏木集会所

午
　
後

1:00 ～ 1:30 七久保林業センター

1:40 ～ 2:00 新屋敷地域交流センター

毎年１回の狂犬病予防接種は飼い主の義務
です。狂犬病は人と動物の共通感染症で、
発症するとほぼ100％が死に至る恐ろしい病
気です。飼い主は犬に必ず予防接種を受け
させてください。
※�会場および実施時間が昨年から大幅に変
更となりましたのでご注意ください。

■持ち物
　・予防接種案内ハガキ（３月下旬頃発送予定）
　・注射費用　3,600 円
■注意事項
　・お近くの会場で接種してください
　・�犬の登録・死亡・譲渡があったときは役場へ届出

をしてください。
　・�予防接種当日、犬に異常のある場合は申し出てく

ださい。
　・�6月30日までに予防接種を受けることが法律で定

められています。今回受けられない場合は、動物
病院などで必ず接種を受けてください。

　・�犬がフンをした場合には必ず持ち帰ってください。
　・�犬が人を噛んだ場合には、役場または伊那保健福

祉事務所までご連絡ください。
　・�健康に異常がある場合および過去に狂犬病予防注

射後に異常を起こしたことのある犬は、動物病院
で接種してください。 問 住民税務課 生活環境係

狂犬病予防接種狂犬病予防接種のの実施実施
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■４月のごみ・資源収集

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
１日
(月)

８日
(月)

15日(月)
22日
(月)

ビン・スチール缶・
アルミ缶類・灰 ４日(木) 18日(木)

ペットボトル 10日(水) 24日(水)

可燃ごみ（祝日も○) 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ(祝日は×) 水 木

粗大ごみ(有料)
小型家電(無料)

14日(日) 飯島町役場東駐車場
　　　　 午前８時～10時

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

■令和６年度ごみ収集スケジュール表について
　令和６年度のごみ収集スケジュール表を15頁に掲載してい
ます。ページを切り離せますので、１年間大切に保管してい
ただき、正しいごみ出しにご協力をお願いします。
■狂犬病予防注射と犬の登録の確認について
　犬を飼っている方を対象とした令和６年度の狂犬病予防
注射のハガキが、上伊那獣医師会より順次発送予定となっ
ています。３月中旬時点で畜犬登録をされている犬が対象
となりますので、登録情報に変更がある場合(転出・死亡な
ど)は生活環境係へ連絡をお願いします。死亡手続きについ
ては電話でも対応できます。登録内容の変更や新規登録に
ついては窓口での手続きになりますので、お忘れのないよ
うお願いします。

☆町ホームページ「ごみの分別と出し方」のページ▶

４４月　わんぱくカレンダー月　わんぱくカレンダー

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、飯島東部保育園（東保）、全保育園（３園）、
飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、
飯島町図書館（図書館）、生涯学習係（生涯）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

年度始め休み～4/4(3校)
特別保育(3園)

新年度登録開始(い子)
休館日(図書館)

特別保育(3園)
休館日(図書館)

休園(3園)
移動図書館車運休(図書館)

入園式(3園)
移動図書館車運休(図書館)

入学式(3校)
移動図書館車運休(図書館) 特別保育(3園)

絵本とあそぶつどい
(図書館)

生徒会入会式・説明会(飯中)
集団登校(小学校)

2～6年給食開始(飯小)
休館日(図書館) 集団登校(小学校) 集団登校(七小)

避難訓練(3校)
いいちゃん読書デー・
おはなしの森(図書館)

1年給食開始(小学校)
新入児給食開始(3園)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

体育館開放日(生涯)

修学旅行(飯中)

1年家庭訪問(飯中)
修学旅行(飯中)

家庭訪問～4/18(東保)
休館日(図書館)

1年家庭訪問(飯中)
修学旅行(飯中)

交通安全教室(飯小)
家庭訪問～4/18(飯保・七保) 1年生をむかえる会(七小) 図書館出前講座(東保)

参観日(七小)
家庭訪問(飯小)

新入児午睡開始(3園)
特別保育(3園)

おもちゃ図書館(糸ぐるま)

休館日(図書館)

家庭訪問(飯小)
図書館出前講座(飯保)

いつでもおはなしタイム(図書館)
こどもの読書週間～5/12

(図書館)

家庭訪問(飯小)
図書館出前講座(七保)

ベビーヨガ(い子)

交通安全教室
(七小)

家庭訪問(飯小)
新入園児歓迎会(飯保・七保)

図書館出前講座(東保)
参観日(飯小)

誕生日会(3園)

土曜開所日(い子)
特別保育(3園)

おはなしの森図書館の日
スペシャル(図書館)

　　【昭和の日】

部活動発足会(飯中)
1年生をむかえる会(飯小)

避難訓練(3園)
休館日(図書館)

【移動図書館車】
毎週火曜日：飯小
毎週水曜日：七保・七小
毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保

【家庭相談】
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
こども室

☎0265-86-6711

【つどいのひろば】
午前9時30分～午後4時

【子育て相談】
午前8時30分～午後5時

☎0265-86-8131

■４月のイベント【記載がない場合 要予約】
※詳しくはセンターで配布する予定表をご覧ください

子育て支援センター 子育て支援センター 
（いいっ子センター）（いいっ子センター）

※�場所の表記がないイベントはいいっ子センターで

行います。

▶新年度登録開始

　日時：４月１日(月)～【随時受け付け】

▶ベビーヨガ教室（講師：森下晏希先生）

　日時：４月24日(水) 　午前10時～10時45分

問 教育委員会 こども室

問子育て支援センター ☎0265-86-8131問住民税務課 生活環境係

▲おひなさま製作の様子(２月16日)
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■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）

○３か月児健康診査

　日時：４月２日(火) 午後１時～

　対象：令和５年12月生まれ

〇５か月児育児相談

　日時：４月17日(水) 午前９時20分～

　対象：令和５年11月生まれ

〇７か月児育児相談

　日時：４月17日(水) 午前９時20分～

　対象：令和５年９月生まれ

〇９か月児健康診査

　日時：４月２日(火) 午後１時～

　対象：令和５年６月生まれ

■検診など

〇子宮がん検診【予約制】

　日時：月～金曜日　午前９時～11時、午後３時～４時30分

　場所：駒ヶ根高原レディスクリニック

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

４月７日・14日・21日・28日・29日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～11時30分　☎0265-78-8510

４月７日(日) 秋城医院(駒) 83-2805

４月14日(日) おはようクリニック(駒) 83-6103

４月21日(日) こまちや東内科クリニック(駒) 81-7780

４月28日(日) 駒ヶ根泌尿器科クリニック(駒) 98-8876

４月29日(月) 生協診療所いいじま(飯) 86-5778

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村 

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※�上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「伊那市

ホームページ(２次元コード)」をご覧ください。

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）

　日時：４月10日(水) 午前９時30分～11時

　場所：コスモス園

　問 健康福祉課 保健医療係

○フレイル予防教室

　時間(全コース共通)：午前10時～11時30分
　◇飯島会場【いきいきコース】毎週金曜日
　　　　　　【ゆったりコース】毎週水曜日
　◇七久保会場【いきいきコース】毎週木曜日
　　　　　　【ゆったりコース】毎週火曜日
　◇本郷会場【いきいきコース】毎週月曜日

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

○健幸教室

　日時：毎週火曜日　午前９時45分～11時45分

　場所：飯島町役場西庁舎 営農研修室等

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

○元気アップ講座

　時間(全会場共通)：午前９時30分～11時30分

　◇飯島会場 毎週木曜日　◇七久保会場 毎週水曜日

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

健康づくり教室健康づくり教室

体育館開放日体育館開放日

日時：４月13日(土) 午後７時30分～９時

場所：飯島体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

��☆�令和６年度は、飯島体育館にて年間を通して 
ニュースポーツ体験コーナーを設置します。

問教育委員会 生涯学習係

問健康福祉課 保健医療係

問健康福祉課 保健医療係

■４月の番組予定
【放送時間】
午前6：30
 　 7：30
 　 8：30
 ※10：30
午後0：30
　　1：30
　※3：00
    5：00
 　 7：30
 　 9：30
   11：00
   12：00

１日～　営農センターだより

８日～　まちのできごとダイジェスト

15日～　いいちゃん情報

22日～　令和６年度予算

29日～　生涯学習センター講座紹介

※午前10：30～、午後3：00～の放送は
「いいちゃん健康体操」をお送りします。
※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

問総務課 秘書広報係
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飯島町観光協会

推奨品！

飯島町のおいしい を。

暮らしに溶け込んだ『飯島町ブランド』としてＰＲし、商品とともに、
飯島町を知っていただけるように制作をすすめています。
パンフレットやWebページの完成後は、ぜひご覧いただき離れて暮
らすご家族や、ご友人などさまざまな方へ飯島町をご紹介ください！

　　　　　飯島町観光協会では、令和５年11月15日に
　　　　推奨品として認定した11商品をＰＲするため、
　　　パンフレットやWebページを作成しています。
　　また、飯島町観光協会として特に推奨していく４つ
   の商品をメインで取り上げています。

飯島町観光協会LINE公式アカウントにご登録を！
上記パンフレットやWebページが完成しましたら、飯島町観光協会LINE公式
アカウントでもお知らせしますので、ぜひご登録をお願いします。
LINEではほかにも町内のイベント情報などをお知らせします。

問
 飯
島町観光協会(地域創造課内)

令和６年度も推奨品の募集を行う予定です。ぜひ、ご応募ください！
※応募には条件がありますのでご注意ください。詳しくは観光協会Webサイトをご確認ください。
　認定の様子は、令和５年12月号に掲載されています。

人のうごき 【３月１日現在】 人口 男 女 世帯数
（　）内は前月比 8,932 人 (-11) 4,377 人 (-1) 4,555 人 (-10) 3,645 戸 (+4)
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いいちゃんメール登録受付中！！いいちゃんメール登録受付中！！
飯島町の情報をお届けしています。
右の２次元コードにアクセスして、
ながの電子申請から登録をお願いします。

広報いいじま未来飛行広報いいじま未来飛行
はマチイロアプリでもはマチイロアプリでも
配信しています。配信しています。
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